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１　組織
 人事及び服務，予算，公有財産の管理等庶務事務，依頼試験事務処理，起業家支援施

設及び産業技術共同研究センターの管理等

【研究企画グル－プ】

 試験研究業務の企画・調整，技術情報の収集・提供，異業種交流，特許流通支援事業，

ホームページの維持・管理，職務発明に関する業務　　　

【材料・資源グループ】

 環境技術，セラミックス・複合材料等の加工技術，資源リサイクル技術の研究及び指導

【分析・評価グループ】

 化学分析・評価技術，プラスチック，腐食・防食技術，燃料の分析技術の研究及び指導

【機械技術グループ】

 CAD/CAM/CAE，機械加工技術，超精密加工技術，金属加工・分析技術，機械特性測

定等の研究及び指導

【電子技術グループ】

 LED 利用に関する研究及び指導，FPGA 等の組み込み技術，ロボット技術，超音波に関

する研究及び指導

【木質加工グループ】

 木竹材料及び製品の加工技術や評価技術，リサイクル，音響測定，塗装技術，材質改

良等の研究及び指導

【デザイン・繊維グループ】

 家具・インテリア関連製品全般のデザイン開発，ユニバーサルデザイン開発，繊維製

品の性能評価，繊維の染色加工技術等の研究及び指導

【食品技術グループ】

 野菜類・水産物・畜産物の利用加工技術，分析評価技術，品質保持技術，機能性評価

技術等の研究及び指導

【応用生物グループ】

 有用微生物の利用，発酵食品製造技術，穀類・果実類の利用加工技術，農産物の機能

性評価等の研究及び指導

　　　　　　　

企画情報課
所 長

　 　

次長

【LEDプロジェクトチーム】

材料技術課長を総括とし，電子機械課 5名，生活科学課 4名，材料技術課２名で構成されるプロジェクトチーム．

材料技術課

電子機械課

生活科学課

食品技術課

応用生物課

総務課　庶務係

【健康・医療産業事業化支援プロジェクトチーム】

研究部長を総括とし，電子機械課１名，食品技術課 2名，応用生物課 3名で構成されるプロジェクトチ－ム．

【技術支援チーム】

次長 ( 企画調整担当 ) を総括とし，企画情報課３名，ほか専門職員で構成されるプロジェクトチーム．

次長

(企画調整担当 )

研究部長
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２　総合表
　　　　　　

　　　　　　　課名
　業務内容

総務課 企画情報課 材料技術課 電子機械課 生活科学課 食品技術課 応用生物課 合　計

研 究 課 題（ 数 ） 4 5 7 4 2 2 24

実 地 指 導（ 件 ） 58 31 81 186 38 31 425

技 術 相 談（ 件 ） 169 252 531 395 516 1,023 2,886

依頼試験分析（項目） 2,783 89 1,218 1,038 989 6,117

施 設 利 用（ 件 ） 489 6 91 586

機 器 利 用（ 件 ） 181 3 175 369 129 54 5 916

地域産業技術　  （回）

セミナー　  (のべ人数)

１ １

80 80
地域企業立地促進等事業マッ

チングセミナー　　　（回）

(のべ人数 )

8 １ 4 3 3 19

120 12 87 71 74 364

人材養成等　　　（回）

支援事業　（のべ人数）

3 2 3 8

81 41 56 178

研 究 会   （ 回 ）

(のべ人数 )

9 5 14

66 45 111

技術研修        （人）

(のべ人数 )

11 3 1 15

108 18 5 131
「とくしまエコテク」　　　

キッズツアー　　　　（回）　

　　　　　　　　(のべ人数）

16 16

422 422
技術ｺｰﾃﾞｨﾈｨﾀ指導

（日） 2 2

技術用務来所者
（人） 769 530 952 971 605 671 4,498

来所者総数    （人） 14,130

職員数                                                                                                                                                           （平成 23年３月 31日現在）

区　　　分 事務職員 技術職員 臨時補助員 計

所　　　長 １ １

次　　　長 １ １ ２

研 究  部 長 1 1

総　務　課 ２ 2 4

企画情報課 4 5 ９

材料技術課 7 2 ９

電子機械課 9 3 12

生活科学課 7 　　　　　１ ８

食品技術課 4  1 5

応用生物課 3 　　　　　１ ４

計 ３ ３7 15 55
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３  事業費の推移

（１）歳入決算

　　（人件費を除く） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                  　　　 （単位：千円）

項　　目
歳入決算額

平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度

工鉱業使用料 6,291 6,141 6,374

物品売払収入 82 ― ―

施設・機械器具使用料 9,194 8,288 7,360

試験等手数料 18,346 19,772 17,957

その他の収入 25,783 70,916 38,107

県一般財源 161,291 165,195 170,372

合　　計 220,987 270,312 240,170

（２）歳出決算

　　( 人件費を除く）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

項　　目
歳出決算額

平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度

工鉱業総務費 知的財産アドバイザー事業費，
知的財産創出支援特別研究費等 15 ― ―

中小企業振興費

LED関連製品開発可能性調査事業費 3,863 ― ―

LED 関連製品商品化促進事業 ―                2,992 1,521

その他 ―                2,500 ―

中小企業振興費　　　　　　　小　計 3,863                5,492 1,521

工業技術センター費

センタ－運営費   117,395 123,422 104,639

試験研究費  32,157 28,678 30,563

特別研究費   26,748 62,335 39,600

技術開発強化支援費 9,317 ― ―

頑張る企業技術支援費 ―              16,800  5,767

センター機械整備事業費 ―                2,499 ―

技術シーズ開花事業費 8,400 10,309 8,933

工業技術センター費　小計 194,017 244,043 189,502

中小企業・雇用対策

事業費

知的財産アドバイザー事業                 1,798 1,571 1,082

LED 応用製品利用促進事業                    234 ― ―

中小企業・雇用対策事業費　　小　計 2,032 1,571 1,082

その他 1,141 3,403 8,908

センター機械整備事業費の本庁執行分 19,919 15,803 9,975

合　　計 220,987 270,312 210,988
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４  研究課題名一覧                              　　　　　　　　　　　　※印の研究課題については課題のみ掲載

　 特 別 研 究 課 題　　　　　　 担  　当　　　　　　　　　　共同研究者　　　　　　　　                      掲載頁

新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業［農林水産省］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      29

　　［中核機関：徳島県］

　　交流式電場処理技術を用いた地場水産物冷凍保管システムの開発 ( 継続 )

　　　　　　　　　　　　　吉本　亮子，岡久　修己　　　　　㈱山本鉄工所，早稲田大学

 

                   

イノベーションシステム整備事業 ( 地域イノベーションクラスタープログラム　グローバル型 )［文部科学省］

　　［中核機関：（公財）とくしま産業振興機構］

　   ※細胞・器官レベルの検査装置の開発と有効性の臨床検証 ( 継続 )                                                                 －

　　　　　　　　　　　　　平尾　友二

   　※地域食材を用いた血糖値上昇抑制 ･抗肥満食品の開発 ( 継続 )　　　　　　　　　　　　　　　　　　    －

　　　　　　　　　　　　　岩田　深也，山本　澄人，新居　佳孝

                                               市川　亮一，吉本　亮子，岡久　修己

地域イノベーション創出総合支援事業 (JST) 地域ニーズ即応型

   　※テーパーベアリング軌道面の表面粗さ判定装置の開発 ( 継続 )                                                                    －

　　　　　　　　　　　　　柏木　利幸，三好　英円                  ㈱松浦機械製作所　

　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　

　　浸漬式超音波気密漏洩検査システムの開発 ( 継続 )                                                                                         30 

　　　　　　　　　　　　　平尾　友二　　　　　　　　　　　中道鉄工㈱

　

　　　　　　　　　　　　　

戦略的基盤技術高度化支援事業［経済産業省］

　　［事業管理者：（公財）とくしま産業振興機構］

　　織染加工工程において排出される新規なVOC低減・回収技術の開発（継続）　　　　　　　　　　　　    31

　　　　　　　　　　　　　有澤　隆文，小山　厚子                  ㈱本家松浦酒造場等

　　　　　　　　　　　　　                                                          

   　※多結晶太陽電池ウェハの高精度欠陥検査装置の開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     －

　　　　　　　　　　　　　柏木    利幸，  三好　英円                  東西電工㈱，徳島電制㈱，徳島大学

　　　　　　　　　　　        松原　敏夫，  平岡　忠志                 
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                                                                                                                  ※印の研究課題については課題のみ掲載                                                                                   

　 特 別 研 究 課 題　　　　　　 担  　当　　　　　　　　　　共同研究者　　　　　　　　                      掲載頁
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
技術シーズ開花事業
　
   　 地域未利用資源を活用した機能性食品の開発                                                                                               32
  　     　　　　　           　　山本　澄人　　　　　　　　　　  徳島製麺㈱                                                
  

       ねじの箱詰め用ロボットハンドの軽量化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　    　    　33　
　　　　　　                     　平尾　友二　                                   ㈱ヒラノファステック　　
    

   　※転造加工による非円形断面形状の成形技術の開発                                                                                      －
　　　　　　　　　           　日開野　輔　　　　　　　　　　  ㈱ヒラノファステック　　                         
  

　　小口径壺型金属部品内面の異物・傷検査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  34
　　　　　　　　　　　　　平岡   忠志　　　　　　　 　　     ダイトー工業㈱

　　柑橘類搾汁残渣を有効利用した製品開発                                                                                                                  35
  　     　　　　　           　　宮﨑　絵梨　　　　　　　　　 　 浅井缶詰㈱                                                  

       ※光透過パネルの開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   －
　　　　　　　　　           　香川　敏昌　                                  日本フネン㈱　　
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    経 常 研 究  課  題　　　　                                               　               担  　当　　　　　　　　　　　　   掲載頁

　    LED・リチウムイオン電池活用製品の実証試験　　　　　　　　　　　　　　                                          36      

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      武知　博憲，三好　英円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    中村　怜，安永　真也

　

　　低コントラスト欠陥の評価手法の研究（継続）                                                                                              37

  　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　 柏木　利幸

       ICP 発光分光分析装置を使用した高マトリックス溶液最適測定条件の検討　　　　　　　　                  38

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                             佐藤　誠一　　
            　　　　　　　　　　　　　　　

       水熱条件下での炭酸ガスの還元反応（継続）                                                                                                 39

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郡　寿也　　　　　　　　　　　　　　       　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                         

　　ステンレス鋼の溶融池定量化手法の開発　　　　　　　　　　 　  　　　　　　　　　　　　　　　  　 40

　 　　　　　　　　                                                                      　 米谷　英治，松原　敏夫

　　　　　　　　　　　　　　            

　　

       光触媒を用いた可視光 LED照射による VOCの低減化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　         41

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　　　　  小山　厚子

  　

　　　
 　   オーダーメイド弾性ストッキング製造システムの高度化研究 ( 継続 )                                                          42

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　香川　敏昌，平岡 　忠志  

        

　　ユニバーサルデザイン製品の開発                                                                                                    　          43

     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  中瀬　博幸

　　県産スギを用いた壁の防音化について                                                                                                       　44

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       中岡　正典

　　LED関連製品のデザイン手法の研究 ( 継続 )                                                                                                  45

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室内　聡子

　　炭素繊維 ･高分子複合材料の性能評価に関する研究                                                                                     46

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安永　真也
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５　特別研究

（１）新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業

　農林水産省の提案公募型事業である「新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」に採択された１課題に

ついて，産学官が共同研究体制で取り組み，中核機関として研究開発を実施した．

（２）イノベーションシステム整備事業・地域イノベーションクラスタープラグラム（グローバル型）

　徳島県が科学技術振興や産業振興で最重点項目と位置づけて実施している「イノベーションシステム整備事業・

地域イノベーションクラスタープラグラム（グローバル型）」に参画し研究開発を推進する．文部科学省の地域経

済の活性化を図ることを目的とした，「知的クラスター創成事業」に採択された健康・医療分野２課題について世

界レベルの糖尿病・研究開発・臨床拠点の形成を目指し，産学官で研究開発を進めている．平成 22年度は 2課題

の研究を実施した．

（３）地域イノベーション創出総合支援事業

　（独）科学技術振興機構の提案公募型事業である「地域イノベーション創出総合支援事業」に採択された課題に

ついて，研究シーズの実用化に向けて研究を実施し，「地域ニーズ即応型」２課題の研究を実施した．

（４）戦略的基盤技術高度化支援事業

　経済産業省中小企業庁の提案公募型事業である「戦略的基盤技術高度化支援事業」に採択された２課題について

研究開発を実施した．

（５）技術シーズ開花事業

　当センターの技術シーズ等を活用し，地域の産学官が連携して，国等における提案公募型技術開発事業の採択に

向けて，本格的な研究開発に先立つ事前調査や可能性試験等の予備的な研究を行う事業である．平成 22年度は６

課題の研究を実施した．

６　経常研究

　近年，各産業を取り巻く技術は急速に革新されており，しかも細分化・複合化の傾向にある．かかる環境変化の

なか，県内企業が我が国産業の重要な構成層となるためには，高付加価値商品の開発，特徴ある製品の育成，品質

及び生産効率の向上，省力化・省エネルギーを含めた環境問題への対応等を可能とする技術力の向上を図ることが

重要である．このため，業界や企業のニーズに即応した研究を実施し，企業の技術力向上に資するとともに，新製

品・新技術の開発を促進する研究を行っている．平成 22年度は 11課題の研究を実施した．
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７　技術支援

（１）　概要
　当センターの主要な業務である技術支援として，技術相談，実地指導，依頼試験・分析・鑑定，施設・機器利用，
技術研修生受け入れ，技術情報提供等を実施した．
　技術相談については，品質管理，工程管理，製品クレ－ムなど製造技術に関すること及び，LED 関連製品や食
品等の新商品開発に関する相談が多かった． 実地指導は当センタ－が保有する技術シ－ズの紹介，企業のニ－ズ
の把握を積極的に行い，業界の技術支援に役立てた．依頼試験・分析・鑑定については，単に成績書を発行するこ
とにとどまらず，新商品開発や製造現場における技術改善等を進めるための指標として，その後の技術相談，技術
指導に活用した．施設・機器利用については，製品の高度化や性能評価に関する項目が多くを占めた． また，ホー
ムページの情報を基にした県外からの技術相談，依頼試験・分析，施設・機器利用等の問い合わせにも対応した．

企画情報課
（研究企画グループ）
　県単事業である頑張る企業技術支援事業を実施した他，国・各種法人が実施する補助事業，委託事業に関する問
い合わせ，相談に応じるとともに，人材養成支援事業，各種セミナーにおける技術サポートを行った．また，産業
技術共同研究センター貸研究室と起業家支援施設の入居者募集，選定に関わる作業を行った．さらに，職員の勤務
発明に関すること及び知的財産アドバイザー事業に関する管理運営を含めて，広く知的財産に係わる事業を実施し
た．印刷物，ホームページの他，今年度より導入した技術支援企業・登録システムにより技術支援ニュースのメー
ル配信等情報の提供を実施した他，企業，外部団体等との調整を行った．
　また，画像関連技術では，画像処理技術研究会の技術支援を行うとともに，画像検査技術の相談，地域ニーズに
基づく特別研究，技術シーズに基づく産学官共同研究を実施し，企業の製品開発のサポートを行った．

材料技術課
（材料・資源グループ）
    無機・金属系材料の評価に関する技術相談・依頼分析を行った． 腐食， 損傷など品質管理に関連する技術相談
が多く，材料の元素分析では，蛍光X線分析装置，電子線マイクロアナライザー，炭素・硫黄分析装置を利用した．
また万能材料試験装置を利用してコンクリート圧縮強度試験，溶接継手引張・曲げ強度試験などを実施した．セラ
ミックス製品開発では冷間・熱間等方加圧装置（CIP・HIP）や雰囲気，  放電プラズマ焼結装置 (SPS) の機器利用があっ
た．

（分析・評価グループ）
   各種製品や異物に関する技術相談・依頼分析を行った．プラスチック・紙製品では，フーリエ変換赤外線分光光
度計を用いた有機物の分析や圧縮・引っ張り強度試験を行った．無機物の分析・評価には X線回折装置，蛍光 X
線分析装置等を利用し，走査型電子顕微鏡による観察や電子線マイクロアナライザによる微小部分析を行った．製
品の高精度分析や食品衛生法に基づく重金属分析には誘導結合プラズマ発光分光光度計を用いた．その他，重油中
の硫黄分，地下水の塩分濃度の分析を行った．
 



10

電子機械課
（機械技術グループ）
    測定分野では，従来からある接触式の測定が減少し，3次元スキャナ・レーザー共焦点式など非接触機器を用い
る測定依頼が増加している．測定目的も，図面精度指示の確認などスカラー的なものから，3次元曲面を持つ製品
の面測定と CADデータ化が増加する傾向が続いている．依頼者も切削など機械加工を行う会社から，曲面を持つ
製品を手がける製造業や金型メーカーなどにシフトしている．曲面測定や RP試作の依頼は県外企業からも多く，
工業系公設試ではこの分野の機器の整備があまり進んでいないことが分かる．
　加工分野では，高速マシニングセンターによる微細穴加工や成形金型加工，型彫り放電加工機による穴あけなど，
特定企業からのリピート利用が続いており，当グループでの研究成果の普及が行われている．
　解析関係の依頼・相談もコンスタントに続いている．この分野は実際の解析時間よりも，形状データの変換など
前処理や，実使用条件を正しく近似できる境界条件の設定などにより多くの時間がかかり，機器利用の利用時間だ
けでは業務量は判断できない．線形静解析だけでなく，流体や伝熱など動的な解析依頼も多いが，すべてに対応で
きているわけではない．
　県内に多い中小の自動機メーカーは，リーマンショック後の不況（雇用調整助成金受給）を脱し，休日も取れな
いような好況なところが多いため，この分野の企業からの機器利用の頻度が増えている．また，研究開発のための
外部研究資金獲得の動きも活発であり，この申請やチームメンバーとしての研究業務が増大している．

（電子技術グループ）
  センシング関連の技術支援として，超音波を利用した工業製品の検査機や，糖尿病関連の医療機器（知的クラス
ター事業）の開発を行い，機械装置メーカーや電子機器メーカーを訪問して技術移転に努めた．また，光切断を応
用した下肢リンパ浮腫患者用自動形状計測システムの開発に取り組み，機械装置メーカーによる試作品の製作や，
アパレルメーカーも参加しての実地試験を支援した．メカトロニクス関連では，高強度かつ低歪みでありながら，
従来よりも軽量なロボットハンドの開発に成功し，金属部品メーカーを訪問して導入・運用についての技術支援を
行った．LED 関連では歩行者信号用 LED 電球の開発に協力し，光学特性の実地測定を行った．また，リチウムイ
オン電池や太陽電池パネルと LED ディスプレイを組み合わせた多機能防災システムを開発し，電機メーカーに技
術移転した結果，県内 3カ所に試作品を設置することができた．技術相談については，LED 応用製品開発のため
の電子回路設計や光学特性の測定，放熱技術に関するものや，情報処理・制御用カスタム IC（FPGA やマイコン）
の開発に関する相談が多かった．機器利用については，電波暗室や EMI 測定装置によるノイズ測定や，LED 光源
の全光束分光計測，医療用超音波機器の安全性試験が多かった．
 
生活科学課
（木質加工グループ）
   木製家具業界からは接着接合，強度，耐久性など，製品性能に関する相談・依頼試験・機器利用が多かった．建
材・建具についてはそれらに加え，大型環境試験機による反りの測定や耐候性試験機を使用した依頼試験や機器利
用があった．ホルムアルデヒド放散量試験は，年々件数が減少する傾向にある．
　塗装・表面処理の分野では，海外製木製品の塗装表面のクレーム対応相談や性能評価試験が多く，また例年に比
べ内装用木質部材の難燃および防炎性能に関する相談が増加した．
　音響分野に関しては，遮音工法に関する相談や，断熱用グラスウールの吸音率測定，学校の新築に伴うホールの
残響時間測定の依頼などがあった．
 
（デザイン・繊維グループ）
　家具インテリア業界からは，製品の企画・開発・設計・試作から展示・販促企画などに関する相談や協力要請等
があり，その中にはユニバーサルデザイン関連のものも多かった．
　一方，家具～住宅内装関連企業からは LED関連製品開発の協力依頼も多く，新しい動きとして受け止めている．
　繊維関連産業では天然藍染めをはじめとする染色加工技術とそれに伴う評価に関する相談や指導を行った．しじ
ら織り業界からは新素材開発について相談を受け，企画や試作について指導を行った．
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食品技術課
（食品技術グループ） 

　技術相談では衛生管理，新商品開発，機能性成分，クレーム処理，食品表示等に関する相談が寄せられたが，例
年どおり商品開発に関する相談が多かった．実地指導では機能性成分を活かした食品加工技術，食品工場の衛生管
理技術及び新商品開発技術等に関する指導を行った．依頼分析では品質・衛生管理に関わる微生物検査や異物鑑定
の他，食品表示に関わる成分分析が主であった．また，新商品の賞味期限設定を目的とした保存試験や栄養成分の
分析依頼も多かった．機器利用のうち加工装置では，製品開発を目的とした凍結乾燥機の利用が増加した他，スプ
レードライヤー，レトルト食品用オートクレーブがよく利用された．分析装置ではガスクロマトグラフが品質管理
のために利用された．この他，商品開発を目的とした受託研究や共同研究を 6課題行った．

 応用生物課
（応用生物グループ）
　発酵食品分野では， 微生物を利用する食品（吟醸酒，味噌）製造に関する技術（製造技術改善，品質管理技術）
及びしょうゆ JAS 業務に関する技術相談が多かった．果実加工分野では香酸柑橘の品質評価及び精油の分離に関
する相談が主であった．実地指導では菓子，麺類の衛生管理及び製品開発等について指導した．依頼分析は，例年
同様香酸柑橘果汁の品質分析，  野菜 ・ 果実加工品の微生物検査，しょうゆ JAS 認定工場の格付け業務に関する分
析が中心であった．また，新商品開発に伴う賞味期限設定のための保存性の評価や栄養表示のための分析も多かっ
た．特産品，未利用資源の有効利用技術開発に関する要望に対応する形で関連する課題を技術シーズ開花事業で実
施した．

【技術支援チーム】
　各企業の課題に応じた職員をコーディネートし，分野をまたがる技術的課題に対しても柔軟かつ迅速に対応した．

【LEDプロジェクトチーム】
　徳島県が推進中の「LED バレイ構想」の一環として「LED 関連製品商品化促進事業」に取り組んだ．公募によ
り採択した 8テーマに対し，提案者と各専門分野の担当者がチームを作って商品化に取り組んだ．LED 光源を内
蔵したインテリア製品や建材，紫外線 LEDを応用した新型捕虫器，無線制御による結婚披露宴用イルミネーション，
電磁波を利用した遠隔点灯など，ユニークな LED応用製品を試作し，県内外の展示会に出品した．
　また，とくしま産業振興機構の設置した「LED 新分野進出研究会」のメンバーとして，参画企業と共に，JR 四
国車両向けの LED 灯器の開発を行った．本研究会では薄型・軽量であることを活かせる LED 応用製品の新規分野
として，航空機と鉄道車両の客室照明を選定した．航空機向け部品メーカーと JR 四国の技術者からヒアリングを
行い，より事業化への敷居が低いと思われる鉄道車両用を選定した．既存の車両用蛍光灯灯器を JR 四国から借り
出し，この配光測定を行った．また研究会参画企業の LED灯器の測定も行い，  JR 灯器との比較により，  鉄道車両
用には道路や工場，事務所用など既存の LED 灯器は流用できず，専用の配光設計が必要であるとの認識を得た．
アルミ押出ボディに，4列の LED 基板を配置し，難燃ポリカ押出拡散カバーを被せることで，蛍光管灯器と同じ
180°均等の配光が得られることを，シミュレーションや RP試作部品で確認し，この部品を 1車両分発注し，製
作した．

【健康・医療産業事業化支援プロジェクトチーム】
　平成 19年に設置された「徳島県糖尿病克服県民会議」により，県内中小企業が糖尿病等生活習慣病を克服する
ために必要な食品開発，健康医療機器開発等の事業化に対する支援組織であり，平成22年度は前年度に引き続き「知
的クラスタ－創成事業」に採択された 2課題について研究を推進した．
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（２） 実地指導（技術調査事業を含む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（件）

課　名 企画情報課 材料技術課 電子機械課 生活科学課 食品技術課 応用生物課 合　計

実地指導 58 31 81 186 38 31 425

（３）技術相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　   （件）

課　名 企画情報課 材料技術課 電子機械課 生活科学課 食品技術課 応用生物課 合　計

技術相談 169 252 531 395 516 1,023 2,886

（４）依頼試験・分析等　                                                                                                                        　　 （項目数）

課　名 企画情報課 材料技術課 電子機械課 生活科学課 食品技術課 応用生物課 合   計

試　験 1,726 82 1,112 1 3 2,924

分　析 1,003  103 1,024 980 3,110

鑑　定  13 6 19

図案作成 1 3 4 

設　計 6 6

再発行 54 54

合　計 2,783 89 1,218 1,038 989 6,117

(５) 施設・機器利用　                                                                      　　　 （上段：件数/利用単位数　下段：利用人数）

課　名 総務課 企画情報課 材料技術課 電子機械課 生活科学課 食品技術課 応用生物課 合　計

講　堂
92/92 2/2 94/94

3,618 95 3,713

第一研修室
118/118 118/118

1,877 1,877

第二研修室
104/104 2/2 106/106

2,685 50 2,735

実習室
142/142 142/142

1,042 1,042

会議室
33/91 1/2 34/93

410 10 420

電波暗室
1/3 52/170 53/173

1 71 72

対策室
39/101 39/101

54 54

機械器具
181/538 3/10 175/2,131 369/1,115 129/1,321 54/811 5/35 916/5,961

3 256 336 170 56 6 827

合　計
670/1,085 9/19 175/2,131 460/1,386 129/1,321 54/811 5/35 1,502/6,788

9,632 159 256 461 170 56 6 10,740

※　会議室から機械器具までは，時間単位の貸し出しのため，利用単位数には実際に利用された時間数を計上している．

※　同一人物が，同一日において複数の施設又は機器を利用した場合は，それぞれ主たる利用があると考えられる施設又は機器にのみ

利用人数を計上している．
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８　セミナー・研究会等

（１）地域産業技術セミナーの開催

題　　　　　　目 期　日 場所 講　　    師 受講
者数

担当
課

第一部

省エネルギー技術講習会

講演

「三菱電機株式会社、受配電システム製作所における省エ

ネ取り組み」

講演

「高効率磁石（IPM）モータによる省エネ化」

第二部

徳島県立工業技術センターの 研究成果発表会

1)「三次元測定機のノウハウ」

2)「二酸化炭素の有効利用について」

3)「栗を利用した発酵食品の開発」

4)「食品中の機能性成分分析マニュアルの開発」

5)「高齢者用家具の開発」

22.11.16 当所

三菱電機 ( 株 )

受配電システム製作所　       

   生産システム部

       高木　三千年　氏

三菱電機 ( 株 ) 四国支社

　FA システム部　　　　

　　山口　明弘　氏　　

　

電子機械課

　　　主任　小川　仁　

材料技術課

専門研究員　郡　寿也

応用生物課

専門研究員　山本　澄人

食品技術課　

主任研究員    宮崎   絵梨

生活科学課　　

専門研究員　中瀬　博幸

80 企画

情報

課

（２） 地域企業立地促進等事業（健康バイオ分野・ものづくり分野）マッチングセミナーの開催

題　　　目 期　日 場所 講　　  師 受講
者数 担 当 課 分　野

高精度・高能率な加工事例

22.07.14

当所

　

㈱牧野フライス製作所
加工技術部　
リーダー　鎌野　太輔　氏

34 電子機械課 ものづくり

写真で紹介！治具改善ヒント集 当所
㈱イマオコーポレーション　
大阪支店　
チーフ　市原　昭彦　氏

第 1回画像処理技術研究会 22.07.16 当所
四国大学教授
(徳島大学名誉教授 )
大恵　俊一郎　氏

19
                
企画情報課 ものづくり
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　　　　　題　　　目 期　日 場所 　　　　講　　　師 受講
者数 担 当 課 分　野

機能性食品の臨床エビデンス構築
　　　　　　　　と市販後の戦略 22.07.27 当所（株）総合医科学研究所代表取締役　杉野　友啓　氏　 33 応用生物課 健康バイオ

第 2回画像処理技術研究会 22.08.20 当所
四国大学教授
（徳島大学名誉教授）
大恵　俊一郎　氏

20 企画情報課 ものづくり

熱流体解析の基礎 22.08.27 当所
株式会社
ソフトウエアクレイドル
技術部長代理　金　哲晃　氏

16 電子機械課 ものづくり

食品の期限表示の設定と
　食品表示をめぐる動きについて

22.09.17 当所

財団法人日本食品分析センター
名古屋支所・業務部
シニアマネージャー
氏家　隆　氏

28 食品技術課 健康バイオ

おいしさの科学とその評価 社団法人おいしさの科学研究会
理事長　山野　善正　氏

第 3回画像処理技術研究会 22.09.24 当所
四国大学教授
（徳島大学名誉教授）
大恵　俊一郎　氏

16 企画情報課 ものづくり

放電プラズマ焼結法（SPS）
　　　　　　　の原理と応用事例 22.10.22 当所

SPS シンテックス株式会社
研究開発部　
部長　川原　正和　氏

12 材料技術課 ものづくり

第 4回画像処理技術研究会 22.10.25 当所
四国大学教授
（徳島大学名誉教授）
大恵　俊一郎　氏

10 企画情報課 ものづくり

測色計を用いた食品の
　　　　　色彩管理方法について 22.11.01 当所

コニカミノルタセンシング
株式会社　販売部　西日本
大阪営業所　
橋本　喬太　氏

28 食品技術課 健康バイオ

微高圧炭酸ガスによる
　殺菌・流通・保存技術について

22.12.01 当所

独立行政法人　産業総合研究所
健康工学研究門 
主幹研究員　岩橋　均　氏

21 応用生物課 健康バイオ

噴霧乾燥法による機能性生理
　　　　　　活性物質等の粉末化

香川大学　農学部　
教授　吉井　英文　氏

第 5回画像処理技術研究会 22.12.03 当所
四国大学教授
（徳島大学名誉教授）
大恵　俊一郎　氏

15 企画情報課 ものづくり
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題　　　目 期　日 場所 　講　　　師 受講
者数 担 当 課 分　野

第 6回画像処理技術研究会 22.12.24 当所
四国大学教授
（徳島大学名誉教授）
大恵　俊一郎　氏

14 企画情報課 ものづくり

香川発希少糖を用いた
　機能性食品・医薬品開発の現状

23.01.27 当所

香川大学 希少糖研究センター
センター長　徳田　雅明　氏

20 応用生物課 健康バイオ

トクホ商品開発のヒントと
　　　トクホをめぐる最新の情報

財団法人　
日本健康・栄養食品協会　
特定保健用食品部門　
部門長　橘川　俊明　氏

第 7回画像処理技術研究会 23.01.28 当所
四国大学教授
（徳島大学名誉教授）
大恵　俊一郎　氏

10 企画情報課 ものづくり

現在の近赤外のマーケット

23.02.23 当所

ビーエルテック株式会社　
営業部　
部長　沼田　拓也　氏

15 食品技術課 健康バイオ

近赤外分析法を利用した食品の
　　　　　　新しい品質管理技術

ビーエルテック株式会社　
NIR テクニカルアドバイザー　
小南　良太　氏

視覚技術の産業応用
－過去の事例に学ぶ実用化の
　　　　　　　　　かんどころ－

23.02.28 当所 産業技術コンサルタント
江尻　正員　氏 16 企画情報課 ものづくり

研削仕上面特性の機上計測技術と
　　　　　　　　　　　その応用

23.03.03 当所

岡山大学　　　　　　　　　　
大学院自然科学研究科　　　　
産業創成工学専攻　
准教授　大橋　一仁　氏

18 電子機械課 ものづくり

研削砥石の概要

株式会社
ノリタカカンパニーリミテド
フィールド技術部　
駐在技師　大塚　新治　氏

炭素繊維複合材料技術と将来展望 23.03.16 当所

　　　　　　　　　　　　　　
東レ株式会社　
複合材料研究所
遠藤　真　氏　　　　　　　　
　

19 電子機械課 ものづくり
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（４） 会議等の開催

会　　議　　名　　等 期   日 場　所 担 当 課

平成 22年度産業技術連携推進会議　 
ナノテクノロジー・材料部会
繊維分科会   繊維技術研究会

22.11.04 当所 生活科学課

産業技術連携推進会議　製造プロセス部会
第 18回塗装工学分科会 22.09.16 ～ 22.09.17 徳島市 生活科学課

（３）研究会 の開催

名　称 開催数 場　所 内　容
参加数

（延べ）
担　当　課

ユニバーサルデザイン研究会 9
当所

木竹実験室
ほか

UD勉強会 66 生活科学課

平成 22年度新たな農林水産
政策を推進する実用技術開発
事業　現地検討会

４ 当所および
東京

交流式電場処理技術を用いた地場水産
物冷凍保管システムの開発 33 食品技術課

平成 22年度新たな農林水産
政策を推進する実用技術開発
事業　推進会議

１ 当所 交流式電場処理技術を用いた地場水産
物冷凍保管システムの開発 12 食品技術課

 計 14 111
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９　技術研修

（１）技術研修生　

研 修 内 容 期　　 間 研修生数 日 数 担 当 課

LED 光源の画像による評価技術の開発 22.04.12 ～ 23.03.31 １ 25 企画情報課

GPUによる画像処理プログラムの開発 22.05.24 ～ 23.03.31 １ 38 企画情報課

機能性高分子材料の開発 22.11.01 ～ 23.03.31 3 6 材料技術課

 計 ５ 69

（２）インターンシップ

研 修 内 容 期　　 間 研修生数 日 数 担 当 課

担当課の業務に関する実習 22.08.23 ～ 22.08.27 5 5
企画情報課
生活科学課
応用生物課

分析機器を用いた分析・測定に関する実習 22.09.13 ～ 22.09.17 １ ５ 応用生物課

LEDキット組立・画像処理ソフト実習・木質材料
の試験分析・果汁の分析・金属試験・溶接実習・
産業財産権の基礎

22.10.18 ～ 22.10.22 ４ ５ 企画情報課

計 10 15
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 （３）「とくしまエコテク」キッズツアー

 　平成 22年度から , 工業技術センター等において，県内地場産業の特色や LEDバレイ構想及び，次世代エネル
ギー研究などの最新環境技術の「学習の場」としてとらえ，県内小学生に対して，「体験学習会」を開催した．ま
た，工業系高等学校の 5クラスに対して，LED基盤等の体験学習を含む LEDライトのものづくり学習会を実施した．
平成 22年度の実績として，16校，422 名の児童・学生さんに参加いただき，貴重な体験ができ，ものづくりに
興味がわいたとの感想をいただいた．

【小学生の部】

学　校　名 学　年 生徒数（先生） 期　日 時　間 学習内容（全校共通）

阿波市立柿原小学校        ５年生 32人（2人） 22.10.14 10:00 ～ 11:20
　　　　　　　　　
① LEDの特長等を実物
大信号機にて体験学習
②風力発電・太陽光発電
についてクイズ形式で学
習
③実際に LEDキットを
製作，LEDの光を体験
④環境問題と次世代エネ
ルギーの必要性について
学習

三好市立上名小学校

２年生～６年生 33人（14人）
　　　
22.10.14 13:00 ～１4:20

三好市立下名小学校

三好市立西宇小学校

三好市立河内小学校

牟岐町立河内小学校 １年生～６年生   28 人（12人） 22.10.15 10:00 ～ 11:20

三好市立三縄小学校 １年生～６年生   48 人（10人） 22.10.15 13:00 ～１4:20

美波町立日和佐小学校        ６年生 32人（3人） 22.11.26 10:00 ～ 12:00

東みよし町立加茂小学校        ６年生 56人（2人） 22.11.26 13:00 ～ 15:00

鳴門市立瀬戸小学校 １年生～６年生 27人（6人） 22.11.29 10:00 ～ 12:00

三好市立箸蔵小学校 ５年生～６年生 29人（5人） 22.11.30 10:00 ～ 12:00

　
【高校生の部】

学　校　名 課・学年 生徒数（先生） 期　日 時　間 学習内容（全校共通）

徳島県立貞光工業高等学校 電気
3年 24人（2人） 22.11.29 13:00 ～ 16:00

  
①半導体から発光ダイオ
ードまでの講習
②昇圧回路についての講
習
③ LED点滅キット製作
④昇圧回路キット製作
（ハンダ付け）

徳島県立科学技術高等学校 情報通信
3年 30人（2人） 22.11.30 13:00 ～ 16:00

徳島県立科学技術高等学校 生産システム
2年 32人（2人） 23.01.27 13:00 ～ 16:00

鳴門市立鳴門工業高等学校 情報理数
2年 21人（2人） 23.02.04 10:00 ～ 12:00

徳島県立阿南工業高等学校 電気
2年 30人（2人） 23.02.09 ９:30 ～ 12:00
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１０　頑張る企業技術支援事業

（１）企業発掘指導事業

 工業技術センター職員が県内企業を訪問し，企業が新商品・新技術の開発にあたって直面する技術的課題を把握し，

技術支援を行うことにより企業の潜在能力を発掘することを目的とする．平成22年度は 401件の指導を行った． 

（２）受託研究事業

県内企業が新商品・新技術の開発にあたっての技術的課題について，工業技術センターに委託し研究開発を行うこ

とによりその課題解決を図り，新商品・新技術の開発に結びつけることを目的とする．平成 22年度は 18課題に

ついて受託研究を実施した．

  

（３）技術コーディネータ指導事業

業　種 日 数 内　　　　　　　 容 技術コーディネータ 担 当 課

 食　品 2 マイクロ波照射を利用した柑橘有用成分の抽出技術 津嘉山　正夫　氏 応用生物課

 
１１　知的財産アドバイザー事業

　工業技術センターの知的所有権センター内に特許流通アドバイザー，特許情報活用支援アドバイザーを配置し，

（社）発明協会徳島県支部とも互いに連携し補完し合うことにより，県内企業の知的財産に関する悩みや相談に対し，

アイデアから製品化までの一貫したトータルサポート体制で支援した．

平成 22 年度特許流通アドバイザーの活動実績

訪問企業数 来所者 講演等 企業ニーズ把握
技術シーズ

把握・調査・紹介
アシスタント AD人材育成 成約件数

 414 社 13 件  12 件  15 件 29 件  203 時間 32件

平成 22 年度特許情報活用支援アドバイザーの活動実績

来訪指導 訪問指導 講　演
普及啓発

（業務内容のＰＲ）
企業の人材育成

企業の製品開発

（知的財産権の取得を含む）

 664 件  137 件 44 件 254 件  0 件 2件
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題      目 期  日 場  所 講     師 受講
者数 担 当 課

抗糖尿病食品開発のヒント
　～病院管理栄養士からの提案～ 22.10.01 当  所

徳島赤十字病院医療技術部
栄養課課長　
　　　　　　　栢下　淳子　氏

19 応用生物課

LCAによる環境の見える化 22.10.28 当  所

独立行政法人産業技術総合研究所
安全化学研究部門　
研究グループ長
　　　　　　　玄地　裕　氏

29 材料技術課

ヒット商品の傾向と対策 22.11.19 当  所
㈱カタログハウス　商品開発室
チーフマネージャー　
　　　　　　　邑田　晃司　氏

29 生活科学課

非破壊検査スキルアップ研修 22.11.26 当  所

オリンパス株式会社　
産業システム事業本部
大阪NDTチーム・課長代理　
　　　　　　　山本　優一郎　氏

42 材料技術課

栄養学からみた糖尿病克服と
　　　　　　　  　　　食品の探索 22.12.07 当  所 

徳島大学大学院　
ヘルスバイオ
サイエンス研究部教授
　　　　　　　武田　英二　氏　

14 応用生物課

柑橘果皮に含まれる有用成分の
　　　  　迅速抽出とその利用技術 23.01.24 当  所 徳島大学　名誉教授　　

　　　　　　　津嘉山　正夫　氏 23 応用生物課

時流を読む商品開発のあり方 23.02.16 当  所 ㈱フラン　代表取締役　　
　　　　　　　竹川　智子　氏 12 生活科学課

非破壊検査スキルアップ研修　　
　　　　　　　 　　　　（第 2回） 23.02.17 当  所

オリンパス株式会社　
産業システム事業本部
大阪NDTチーム・課長代理
　　　　　　　山本　優一郎　氏

10 材料技術課

１２　技術情報発信

　工業技術センターに蓄積された研究成果等について刊行物やホ－ムペ－ジを通して情報発信を行った．
　「業務報告」，「研究報告」，「業務計画」を編集，発行し，関係団体等に配布すると共に，ホームページを通じて
随時情報提供した．また，研究成果については，パネルを作成し，地域産業技術セミナー等において展示した．
　平成 20 年 10 月からは，「技術支援企業・登録システム」を構築し，「技術支援ニュース」，「メールニュース」
として技術支援情報を登録者にメール配信している．平成 22年度は 36回配信している．　

１３　人材養成等支援事業

   ( 財 ) とくしま産業振興機構の事業において，各業界が抱える諸問題について，人材養成の観点から情報提供並
びに，技術力向上のための研修等を実施した．平成 22年度は，「抗糖尿病効果を有する食品開発に関する研修」「低
炭素社会に向けた省エネルギー（LED 等利用）及び新エネルギー技術についての研修」「非破壊検査スキルアップ
研修」を実施した．

講習会
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１４　四国地域イノベーション創出協議会活動

　( 財 ) 四国産業・技術振興センターを事務局とし，四国内の公設試，大学，高専等 32機関が広域的連携組織を

形成して四国の企業が抱える高度な技術課題の解決に取り組んでいる．当センタ－も会員機関として企業の技術開

発支援等に協力した．

１５　LED関連製品商品化促進事業

　平成 17年度より LEDの応用製品開発に関する研究テーマを募集し，当センターの職員が開発のサポートを行っ

ている．平成 22年度は新規テーマ５件，継続テーマ 3件について研究を行った．

１）オリジナル手漉き和紙行灯　室内秀仁，中瀬博幸，酒井宣年（舛　屋）

２）LED照明付き「魅せる棚板」　中岡正典，室内聡子，香川敏昌（中林木工）

３）LEDアクアリウムライトの製品化　中村怜，平岡忠志，住友将洋（藤井 一樹）　

４）LEDランプ・粘着フィルムを使用した吊り下げ式虫取り装置　室内秀仁，森本巌，新居厚子（吉田商事）

５）光る鏡を利用した木工製品　中村怜，森本巌，室内聡子（大桑商事）

６）LED 埋設コンクリート二次製品   森本巌，香川敏昌，室内聡子，住友将洋（富士建設工業）

７）後付けできる夜間歩行安全誘導照明　中瀬博幸，中岡正典，森本巌，香川敏昌（多田工業）

８）結婚披露宴及びイベント演出用商品　香川敏昌，森本巌，住友将洋，室内聡子，酒井宣年（プラスワン企画工房）

１６　購入備品

機　　器　　名 用　　　途　　　等 備　　　考

 ＮＣ旋盤 金属材料等の切削加工

( 財 )JKA 競輪補助事業

 マイクロスコープ 機械部品等のミクロンレベルでの表面
観察 ，形状計測

 液体クロマトグラフ質量分析装置
(LC/MS)

農水産物・加工食品等の中に含まれる
機能性成分等の定量分析

経済産業省補助事業  
（地域イノベーション創出共同体形成事業）

 香気成分分析システム 香気成分の分析 ( 独 )JST 補助事業
（地域産学官共同研究拠点整備事業）

 全窒素分析装置 河川水・湖水・排水・海水・生活排水
等の全窒素の測定

( 独 )JST 補助事業
（地域産学官共同研究拠点整備事業）

 乾燥，粉砕，打錠システム 食品の乾燥，粉砕，打錠 ( 独 )JST 補助事業
（地域産学官共同研究拠点整備事業）

 キャピラリー電気泳動システム 試料中の無機イオン類，有機イオン類，
ペプチド，タンパク質などの分離

( 独 )JST 補助事業
（地域産学官共同研究拠点整備事業）

 液体窒素製造装置 液体窒素の製造 ( 独 )JST 補助事業
（地域産学官共同研究拠点整備事業）

 包装システム 粉末，顆粒，固形物の包装 ( 独 )JST 補助事業
（地域産学官共同研究拠点整備事業）

 色差計 ( 分光測色計 )
色彩の三刺激値（人の目が感じる赤・青・
黄の知覚感度）を数値化し，基準とな
る色との差を測定

( 独 )JST 補助事業
（地域産学官共同研究拠点整備事業）
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１７　誌上 ･Ｗｅｂ発表，解説・紹介記事等

誌上発表

題　　目 発 表 者 発 行 所 誌　名 巻号（発行）

単層薄膜のむらの視覚化手法 柏木   利幸 電気学会 電気学会
論文誌Ｃ

Vol.130 (2010) 
No.9

樹皮繊維成型体の吸音特性について 中岡    正典 ( 社 ) 日本騒音　
制御工学会 騒音制御 Vol.34（2010）

No.5

チップポケット付工具とキャビテーション援用
による板ガラスの一方向高精度・高機能穴あけ
機の開発

小川　仁 徳島県立工業技術
センター

徳島県立工業
技術センター
研究報告

Vol.19（2010）

人に優しい家具・インテリア　　　　　　　　
　　～高齢者のための椅子と机 -2 ～ 中瀬    博幸 徳島県立工業技術

センター
徳島県立工業
技術センター
研究報告

Vol.19（2010）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
年齢 ･性別による体格差 ･体形差の測定 ･分析
とそれを生かした家具の開発 中瀬    博幸 徳島県立工業技術

センター
徳島県立工業
技術センター
研究報告

Vol.19（2010）

羊毛を用いたしじら織物の物性 川人 美洋子
長尾 伊太郎

徳島県立工業技術
センター

徳島県立工業
技術センター
研究報告

Vol.19（2010）

スギの樹皮を有効活用した多孔質吸音材料の開発 中岡    正典
平井    雅人

徳島県立工業技術
センター

徳島県立工業
技術センター
研究報告

Vol.19（2010）

和菓子の賞味期限予測のための耐熱性芽胞菌増
殖予測モデルの開発 岡久    修己 徳島県立工業技術

センター
徳島県立工業
技術センター
研究報告

Vol.19（2010）

地域食材を用いた血糖値上昇抑制・抗肥満食品
の開発　　　　　　　　　　　　
　～ソバ殻抽出物のマウス経口投与に
　　　　　　　　おける血糖上昇抑制作用～

新居　佳孝
岩田　深也
保坂　利男
酒井　徹                    
　

( 財 ) とくしま
産業振興機構

企業情報
とくしま No. 332 (2011）

Ｗｅｂ発表

題　　目 発表者 発行所 サイト名 URL

スダチのスダチチン等ポリメトキシフラボン 市川    亮一
産業技術連携推進
会議 /食品健康産
業分科会

食品中機能性
成分の分析マ
ニュアル集

http://unit.aist.
go.jp/shikoku/
kaiyou/manual
/2011.3.8.pdf
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 解説・紹介記事

タ　イ　ト　ル 執 筆 者 発 行 所 誌　名 巻号（発行）

阿波藍１　阿波藍，その歴史と復活 川人 美洋子 ( 社 ) 繊維学会 繊維学会誌
（繊維と工業）

第 66巻第 4号
（2010）

阿波藍２　阿波藍の製造方法と五軒の藍師の家 川人 美洋子 ( 社 ) 繊維学会 繊維学会誌
（繊維と工業）

第 66巻第 5号
（2010）

阿波藍３　消費傾向 川人 美洋子 ( 社 ) 繊維学会 繊維学会誌
（繊維と工業）

第 66巻第 6号
（2010）

阿波藍４　保存と振興のための団体 川人 美洋子 ( 社 ) 繊維学会 繊維学会誌
（繊維と工業）

第 66巻第 7号
（2010）

阿波藍５　染料液の作り方 川人 美洋子 ( 社 ) 繊維学会 繊維学会誌
（繊維と工業）

第 66巻第 8号
（2010）

阿波藍６　染色方法，染色堅ろう度，色の特性 川人 美洋子 ( 社 ) 繊維学会 繊維学会誌
（繊維と工業）

第 66巻第 9号
（2010）

阿波藍７　藍の色名と直線裁ちの衣 川人 美洋子 ( 社 ) 繊維学会 繊維学会誌
（繊維と工業）

第 66巻第 10号
（2010）

阿波藍８　交流とこれからの阿波藍 川人 美洋子 ( 社 ) 繊維学会 繊維学会誌
（繊維と工業）

第 66巻第 11号
（2010）

阿波藍９　阿波藍国際研修会 川人 美洋子 ( 社 ) 繊維学会 繊維学会誌
（繊維と工業）

第 66巻第 12号
（2010）

阿波藍の色の不思議 川人 美洋子 徳島ペンクラブ 徳島ペンクラブ
選集 PART28（2010）

阿波藍 川人 美洋子 文化立県とくし
ま推進会議 阿波藍

Awa natural indigo Miyoko 
Kawahito

Bunka-rikken 
Tokushima-
suishin-kaigi

Awa natural 
indigo



24

１８　口頭発表，講習会・研修会等
 

 口頭発表（ポスター発表を含む）  

題　　　　　　目 発  表  者 発　表　会　名 場　所 期　日

カラー情報を利用したむらの視覚化手法 柏木    利幸 KICC第 2回インスペクション技術研究会 熊本市 23.03.01

選択的な微弱欠陥の検出方法 柏木    利幸 動的画像処理実利用化ワークショップ DIA2011 in 徳島 徳島市 23.03.03

無機系凝集剤 “水夢 ” による菌床しいたけ排
水の処理評価 有澤　隆文

平成 22年度産業技術連携推進会議
中国地域部会・四国地域部会合同　
環境・エネルギー技術分科会　

徳島市 22.10.28

光触媒を用いた悪臭除去 小山　厚子 第 7回 LED 応用技術セミナー 阿南市 22.12.10

糖尿病及び関連疾患の診断法及び検査・診断
装置の開発 平尾    友二「徳島 健康・医療クラスター」事業成果発表会 徳島市 22.12.08

小径エンドミル加工における超音波キャビ
テーション効果 小川　仁 難削材加工専門委員会 広島市 22.09.10

小径エンドミル加工における超音波キャビ
テーション効果 小川　仁 精密工学会秋季大会 鳥取市 22.09.17

小径エンドミル加工における超音波キャビ
テーション効果 小川　仁 産業技術連携推進会議金型・材料研

究会 岡山市 22.11.25

小径ミリング加工における超音波キャビテー
ション効果 小川　仁 中国四国地方公設試験研究機関共同

研究（精密加工分野）推進協議会 高松市 23.02.21

阿波藍の色の特性 川人 美洋子 阿波藍国際研修会　 徳島市 22.11.05

阿波藍の色の不思議 川人 美洋子 第28回郷土文化講座 徳島市 22.11.28

阿波藍の色の特性 川人 美洋子 岡山県アパレル研究会講演会 岡山市 22.12.03

阿波藍の色 川人 美洋子 藍染ファッションショー in京町家     阿波藍セミナー 京都市 22.12.05

樹皮繊維の吸音特性について 中岡    正典 産業技術連携推進会議　　　　　　四国地域部会　木質加工分科会 徳島市 22.08.26

樹皮繊維の吸音特性とその推定方法について 中岡    正典 日本機械学会中国支部　　　　　　振動・音響研究会 徳島市 22.10.15

通気性膜で被覆された樹皮繊維の吸音特性に
ついて (その２) 中岡    正典 第61回日本木材学会大会 京都市 23.03.18

海藻食品等に含まれる機能性成分の分析例 吉本　亮子 分析機器を活用した新商品開発セミナー 京都市 22.12.17

地域食材を用いた血糖値上昇抑制・抗肥満食
品の開発 新居    佳孝 科学・技術フェスタ in 京都 京都市 22.06.05

地域食材を用いた血糖値上昇抑制・抗肥満食
品の開発について 新居   佳孝 徳島県食品工業協会７月定例講習会 徳島市 22.07.23

スダチ搾汁残渣を利用した食品素材の開発 市川　亮一 日本食品科学工学会　第 57回大会 東京都 22.09.01

スダチ搾汁残渣を利用した食品素材の開発 市川　亮一
近畿中国四国農業試験研究推進会議 
作物生産推進部会 食品流通問題別
研究会

米子市 22.11.18

香酸柑橘搾汁残渣を活用した食品素材の開発 市川　亮一 平成 22年度 常緑果樹研究会 静岡市 23.01.27
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講習会・研修会等

テ　ー　マ 講 演 者 会の名称 場　所 期　日 参加人数

化学  安永    真也 消防職員初任教育 徳島県消防学校 22.05.21 44

物理  中村　怜 消防職員初任教育 徳島県消防学校 22.05.24 44

溶接コンクール 米谷　英治
松原　敏夫 溶接コンクール 徳島テクノスクール 22.06.23 40

溶接コンクール表彰式 米谷　英治
松原　敏夫 溶接コンクール表彰式 当　所 22.08.25 25

JIS溶接検定 米谷　英治
松原　敏夫 JIS 溶接検定

徳島テクノスクール 22.06.03 67

ポリテクセンター徳島 22.06.10 120

徳島テクノスクール 22.09.02 50

ポリテクセンター徳島 22.09.09 99

徳島テクノスクール 22.12.02 62

ポリテクセンター徳島 22.12.09 96

徳島テクノスクール 23.03.03 34

ポリテクセンター徳島 23.03.10 102

特殊ミシン取扱い研修 兼松　正文 特殊ミシン取扱い 当　所 22.09.28 5

食品工場の衛生管理 中西　謙二 徳島県漬物加工販売協同組合
中国人研修会 板野町

22.06.10 19

23.03.08 9

木工技術 山田　順治
住友　将洋 阿波の匠塾 当　所

 22.06.28 ～
        　 22.10.04
(16回 )
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展示会・商談会等

展示会・商談会名 担 当 者 展　　　示　　　品 場　　所 パネル 期　日

徳島ビジネスチャレンジ
メッセ2010

森本　巌  
香川　敏昌
住友　将洋
室内　聡子

小電力無線制御を利用したLEDバブル
イルミネーション
（平成22年度LED関連製品商品化促進
事業・試作品） アスティ徳島

（徳島市）

○

22.10.14     
～ 16

中村　怜                  
平岡    忠志

磁気共鳴型Wireless 給電
（平成22年度LED関連製品商品化促進
事業・試作品）

○

徳島ビジネスフォーラム  
IN 大阪

森本　巌     
香川　敏昌         
住友　将洋
室内　聡子

小電力無線制御を利用したLEDバブル
イルミネーション
（平成22年度LED関連製品商品化促進
事業・試作品）

ホテル阪神
（大阪市）

○

23.02.01中村　怜      
平岡    忠志

磁気共鳴型Wireless給電（ポスターのみ）
（平成22年度LED関連製品商品化促進
事業）

○

住友　将洋
室内　聡子
中村　怜

光る鏡を利用した木工製品
（平成22年度LED関連製品商品化促進
事業・試作品）

○

第10回国際照明総合展
「ライティングフェア               

2011」
 森本　巌

紙放熱フィンを使用した
半円筒形LED灯器（100Wタイプ）
（放熱研究会・試作品）

　東京ビッグ　
サイト   
（東京都）

23.03.09
～ 12

徳島県「ものづくり新技術
展示商談会」in SHARP

 佐野　募 
小川　仁             

超音波キャビテーション付与装置を用
いたガラスの超精密加工

シャープ（株）  
　総合開発　　
　センター　　 
（奈良県天理市）

23.02.02

2010消費者まつり
柏木　利幸
武知　博憲
三好　英円

徳島県立工業技術センターの広報
とくぎんトモ二

プラザ
（徳島市）

○ 22.05.24

徳島ビジネスチャレンジ
メッセ2010

柏木　利幸
武知　博憲
豊岡摩衣子

徳島県立工業技術センターの広報 アスティ徳島
（徳島市） ○ 22.10.14     

～ 16

第 8回阿南市こども
フェスティバル

柏木　利幸
武知　博憲
鍋嶋真紀子

「美しい写真に作りかえよう」
阿南工業
高等専門学校
（阿南市）

○ 22.11.14
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１９　特 許

発  明  の  名  称 発  明  者 登録 ( 出願 ) 番号 登録 ( 出願 ) 日

発光ダイオードを用いた
光触媒装置

平島　康
香川　敏昌
松原　敏夫

特許 4521558 号 22.06.04
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２０　研究概要
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0.5 4000
TIG

 
 

 
SUS304

200mm 80mm 3mmt
TIG

Table 1

 

 
 

 

0.5 4096

Fig.1
4mm/sec

1.62mm 5mm/sec 1.36mm 6mm/sec 1.04mm

Quality
100%

 
Fig.2

 
 

Table 1 TIG welding conditions 
Work piece SUS304 

Plate thickness 3mm 
Welding current 100A 
Welding speed 5mm/sec 

Arc length 2mm 
Cathode angle 60deg 
Shielding gas Ar 
Gas flow rate 15l/min 

 

  
(a)4mm/sec           (b)5mm/sec 

 
(c)6mm/sec 

Fig.1 Cross sections of weld pool 

 
Fig.2 Relation of penetration depth differed from 

reference parameter and quality 

1mm
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徳島県工業技術支援本部

（徳島県立工業技術センター）

業務報告

平成 22年度

2011 年 10 月 11日発行

発行所　　徳島県立工業技術センター

企画情報課

                                                             〒７７０－８０２１　徳島市雑賀町西開１１－２

　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　０８８－６３５－７９００

                                                             　　　　０８８－６６９－４７１１(代表 )

                                                             ＦＡＸ　０８８－６６９－４７５５

                                                              http://www.itc.pref.tokushima.jp/



  

 

 


